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情報に基づく二つの粗い特徴パターンの抽出法を示し 次に効率のよい分類処理として 2 段階的分類
方式を提案し，更にこの処理だけでは認識できないものに対し，ストローク群から成る部分パターン
の抽出法による類似文字識別法を開発し，大量データにより性能の優秀さを実験的に示したO 最後に
手書き漢字詰織へも適用可能性のあることを明かにした。
本方式は，簡単な認識アルゴリズムと比較的小規模の辞書によりマルチフォント印刷漢字認識装置
の実現性を実証するのみならず，日本語文字認識全般に対しでも重要な貢献であり，学位論文として
充分価値あるものと認められる。
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